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9

り
、
当
該
単
組
自
ら
が
積
極
的
に
組
織
拡
大
行
動
に
取
り
組
め
る

よ
う
、
民
主
化
闘
争
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

前
述
の
通
り
、
国
鉄
の
倒
産
を
知
ら
な
い
Ｊ
Ｒ
入
社
世
代
が
6

割
を
占
め
る
今
日
、
若
手
へ
の
運
動
の
継
承
が
着
実
に
進
ん
で
い

る
一
方
で
、
労
働
組
合
に
対
す
る
傍
観
者
的
な
声
や
組
合
不
要
論

な
ど
の
声
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
今
後
の
不
透
明
な
将
来
展

望
の
中
で
、「
次
代
の
運
動
指
針
」
を
活
用
し
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
が
責

任
組
合
と
し
て
果
た
す
べ
き
役
割
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
広

げ
、
魅
力
と
求
心
力
の
あ
る
組
織
を
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
運
動
の
原
点
で
あ
る
分
会
に
お
い
て
、
組
合

員
と
向
き
合
っ
た
世
話
役
活
動
の
充
実
が
最
も
大
切
で
あ
り
、
一

緒
に
働
く
仲
間
と
し
て
、
気
軽
に
相
談
で
き
、
意
見
が
言
え
、
助

け
合
え
る
よ
う
な
職
場
、
分
会
を
築
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
急
速
に
進
む
世
代
交
代
の
中
、
ベ
テ
ラ
ン
役
員
か
ら
若

手
役
員
へ
の
継
承
の
あ
り
方
に
つ
い
て
実
態
を
確
認
し
た
上
で
、

具
体
的
に
課
題
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

　

本
部
・
地
本
・
支
部
・
分
会
の
各
級
機
関
が
連
携
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
活
動
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
存
在
意
義
や
役
割
を
伝
え
、

魅
力
あ
る
組
織
を
つ
く
る
た
め
に
、
下
記
の
「
各
級
機
関
に
お
け

る
運
営
指
針
」
の
実
践
を
通
じ
て
、
職
場
か
ら
の
組
織
強
化
・
充

実
に
努
め
ま
す
。

（
1
）
職
場
活
動
の
充
実

　

各
地
本
・
総
支
部
は
、
支
部
・
分
会
の
活
動
実
態
を
把
握
し
、

組
合
員
に
信
頼
さ
れ
る
職
場
活
動
の
確
立
に
む
け
、
以
下
の
指
針

に
基
づ
き
具
体
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
各
級
機
関
に
お
け
る
運
営
指
針
〉

①
地
本
・
支
部
・
分
会
は
執
行
委
員
会
を
月
1
回
以
上
開
催

し
、
組
織
の
課
題
、
職
場
実
態
や
要
望
等
に
つ
い
て
把
握
を

行
い
、
具
体
的
な
対
応
・
取
り
組
み
に
つ
い
て
機
関
と
し
て

意
思
統
一
を
図
り
、
活
動
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。
ま

た
、
月
1
回
の
開
催
が
困
難
な
分
会
に
対
し
て
は
、
地
本
・

総
支
部
の
指
導
に
よ
り
役
員
が
集
ま
り
、
議
論
で
き
る
環
境

整
備
に
努
め
ま
す
。

②
地
本
・
支
部
・
分
会
は
、
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

密
に
し
、
機
関
の
意
思
疎
通
を
十
分
に
図
り
な
が
ら
機
関
運

営
を
進
め
、
分
会
の
活
動
状
況
を
適
宜
検
証
し
、
活
動
の
低

調
な
組
織
に
対
し
て
必
要
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
、
活

動
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
き
め
細
か
く
取
り
組
み
ま

す
。
と
く
に
、
女
性
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
会
議
や
行
動
に

つ
い
て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

③
地
本
・
支
部
は
、
分
会
役
員
の
育
成
の
支
援
、
若
手
組
合
員

と
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
世
話
役

活
動
の
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
と
と
も
に
、
情
報
の
提
供
や
意
見

の
把
握
、
問
題
解
決
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
と
く
に
歓
迎

会
や
冠
婚
葬
祭
、
事
故
後
の
フ
ォ
ロ
ー
、
共
済
や
労
金
活
動

な
ど
の
対
応
、
出
向
者
と
の
懇
談
、
組
合
員
の
悩
み
相
談
や

法
律
相
談
な
ど
に
対
応
す
る
ほ
か
、
家
族
も
含
め
て
参
加
で

き
る
レ
ク
活
動
な
ど
の
検
討
、
企
画
、
実
施
の
支
援
に
努
め

ま
す
。

④
支
部
・
分
会
は
、
5
名
以
上
の
青
年
女
性
組
合
員
の
い
る
分

会
で
青
年
女
性
委
員
会
の
結
成
に
努
め
、
青
年
女
性
委
員
会

の
育
成
・
強
化
と
主
体
的
な
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
進

め
ま
す
。
ま
た
、
各
機
関
役
員
へ
の
選
出
を
積
極
的
に
行

い
、
共
同
行
動
を
通
じ
た
育
成
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

⑤
支
部
・
分
会
は
、
契
約
・
シ
ニ
ア
・
専
門
社
員
の
組
合
員
に

対
し
て
も
、
積
極
的
に
組
合
活
動
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
、

Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
仲
間
と
し
て
諸
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

⑥
支
部
・
分
会
は
、
春
闘
学
習
会
・
ダ
イ
ヤ
改
正
報
告
集
会
な

ど
積
極
的
に
集
会
の
開
催
を
計
画
し
、
最
低
で
も
年
1
回
は

組
合
員
に
対
す
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
方
針
浸
透
や
意
見
交
換
な

ど
の
機
会
を
設
け
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

（
2
）
組
織
オ
ル
グ
・
対
話
集
会
等
の
開
催

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
労
働
協
約
改
訂
交
渉
や
緊
急
的
重
要
課

題
、
政
策
課
題
へ
の
対
応
を
テ
ー
マ
に
、
各
地
本
・
総
支
部
に
お

い
て
本
部
と
の
「
対
話
集
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
取
り
組
み
と
し
て
、
地

本
・
総
支
部
に
お
い
て
、
65
歳
年
金
支
給
を
見
据
え
た
人
生
設
計

を
考
え
る
た
め
の
「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
本
年
度
も
引

き
続
き
開
催
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
な
く
と
も
各
地
本
1
分
会
に
お
い
て
、
若
手
役
員

活
動
家
が
参
加
す
る
安
全
確
立
や
組
織
活
性
化
・
充
実
・
強
化
を

目
指
し
て
「
本
部
オ
ル
グ
集
会
」
を
計
画
し
ま
す
。

（
3
）
安
全
衛
生
委
員
会
活
動
を
通
じ
た
取
り
組
み

　

安
全
衛
生
委
員
会
の
活
用
を
は
じ
め
と
す
る
安
全
衛
生
活
動
を

通
じ
た
職
場
環
境
改
善
の
取
り
組
み
は
、
組
織
活
動
の
充
実
・
強

化
や
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
円
滑
化
の
面
で
有
意
義
で
あ

り
、
最
終
年
度
と
な
っ
た
「
安
全
考
動
計
画
2
0
1
7
」
を
着
実

に
実
行
し
「
重
大
労
災
ゼ
ロ
」
を
目
指
す
う
え
で
最
も
重
要
な
取

り
組
み
で
す
。
ま
た
、
労
働
協
約
改
訂
交
渉
を
通
じ
て
、
50
名
未

満
の
事
業
所
に
お
け
る
安
全
衛
生
活
動
の
ル
ー
ル
を
明
確
化
し
て

い
ま
す
。
各
分
会
は
労
働
者
側
代
表
委
員
の
推
薦
を
行
い
、
職

場
、
組
合
員
の
声
を
安
全
衛
生
委
員
会
へ
届
け
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
事
前
の
問
題
集
約
や
議
論
経
過
の
組
合
員

へ
の
周
知
な
ど
、
職
場
実
態
に
即
し
た
創
意
工
夫
あ
る
取
り
組
み

を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

　

J
R
西
労
組
の
女
性
組
合
員
は
3
千
名
を
超
え
て
お
り
、
全
体

の
1
割
を
超
え
る
規
模
に
な
っ
て
い
ま
す
。
工
務
系
統
の
女
性
組

合
員
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
全
体
の
２
〜
３
%
程
度
と
ま
だ
ま
だ
少

数
で
す
が
、
駅
や
車
掌
で
は
女
性
の
割
合
が
２
割
を
超
え
る
な

ど
、
系
統
に
よ
っ
て
差
が
出
て
き
て
い
る
も
の
の
、
女
性
の
進
出

は
今
後
も
更
に
進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
女
性
社
員

が
本
格
的
に
採
用
さ
れ
て
18
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
解
決
の
た
め
に
は
女
性
組
合
員
が
積
極
的

に
J
R
西
労
組
運
動
に
参
画
し
、
職
場
の
課
題
や
組
合
員
の
悩
み

を
集
約
し
て
、
会
社
と
議
論
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

2
0
1
4
年
か
ら
Ｊ
Ｒ
連
合
第
3
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画

が
策
定
さ
れ
、
取
り
組
み
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後
の
J
R
西
労

組
運
動
が
多
様
性
を
持
っ
て
進
め
ら
れ
る
た
め
に
も
、
女
性
組
合

員
比
率
に
応
じ
た
女
性
役
員
の
選
出
や
機
関
会
議
・
研
修
な
ど
へ

の
女
性
組
合
員
の
積
極
的
な
参
画
は
必
要
不
可
欠
の
取
り
組
み
で

す
。

　

女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
女
性

役
員
の
具
体
的
な
役
割
や
目
標
が
不
明
確
で
、
や
り
が
い
や
達
成

感
が
持
て
な
い
こ
と
や
、
役
員
経
験
が
短
い
た
め
、
知
識
が
な
い

た
め
に
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
だ
け
の

参
加
に
と
ど
ま
る
な
ど
積
極
的
に
運
動
に
関
わ
れ
て
い
な
い
と
い

う
課
題
も
判
明
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

女
性
役
員
だ
か
ら
〜
と
い
う
固
定
概
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
例
え

ば
男
女
平
等
参
画
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
担
当
業
務
の
割
当
や
会

議
・
研
修
へ
の
積
極
的
な
参
加
な
ど
、
男
性
も
女
性
も
J
R
西
労

組
の
役
員
と
し
て
、
経
験
や
知
識
を
積
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な

取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
部
は
引
き
続
き
、
J
R
西
労
組
運
動
を
担
う
女
性
役
員
の
育

成
と
裾
野
の
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
女
性
役
員
が
自
信
を

も
っ
て
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
土
壌
作
り

や
、
各
地
に
点
在
し
て
い
る
女
性
役
員
の
地
本
・
支
部
・
分
会
を

超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
も
昨
年
同
様
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
人
事
大
会
で
あ
り
、
新
た
な
役
員
を
選
出
す

る
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
各
級
機
関
に
お
い
て
こ
れ

ま
で
以
上
の
女
性
役
員
を
必
ず
選
出
す
る
こ
と
を
要
請
し
ま
す
。

〈
Ｊ
Ｒ
連
合
第
３
次
男
女
平
等
参
画
推
進
計
画
〉（
省
略
）

（
1
）
シ
ニ
ア・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
組
合
員
の

　
　 

参
加
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

　

今
日
ま
で
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、
シ
ニ
ア
社
員
の
賃
金
を
は
じ
め
再

雇
用
制
度
の
改
善
、
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
制
度
で
再

雇
用
さ
れ
る
こ
と
を
機
に
脱
退
を
希
望
す
る
組
合
員
が
存
在
し
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
組
合
員
に
対
し
、
交
運
共
済
・
家

族
支
援
共
済
を
は
じ
め
と
す
る
福
利
厚
生
制
度
、
今
日
ま
で
J
R

西
労
組
の
取
り
組
み
で
改
善
さ
れ
た
て
き
た
制
度
の
内
容
紹
介
を

目
的
に
本
年
2
月
に
作
成
・
配
布
し
ま
し
た
「
シ
ニ
ア
組
合
員
向

け
パ
ン
フ
」
等
を
活
用
し
、
J
R
西
労
組
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

周
知
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
加
え
て
、
シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
組
合
員
の
意
見
に
基
づ
く
課
題
解
決
を
図
り
、
J
R
西
労
組

運
動
の
継
承
・
発
展
の
為
に
当
該
組
合
員
の
積
極
的
な
活
動
へ
の

参
加
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
の
定
期
大
会
以
降
、
組
織
・
財
政
検
討
委
員
会
や

書
記
長
・
組
織
部
長
会
議
に
お
い
て
、
シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
組
合
員
は
、
正
社
員
の
時
と
同
様
に
組
合
員
資
格
が
継
続
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
費
に
つ
い

て
は
、
今
年
8
月
よ
り
賃
金
が
月
給
制
と
な
る
こ
と
か
ら
、
固
定

の
2,
5
0
0
円
か
ら
、
正
規
の
算
出
方
法
（
基
本
給
×
19

/
1
0
0
0
＋
8
0
0
円
た
だ
し
上
限
2,
5
0
0
円
）
と
し
ま

す
。

（
1
）
契
約
・
専
門
社
員
に
対
す
る
取
り
組
み

　

各
地
本
・
総
支
部
の
懸
命
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
契
約
社
員

に
つ
い
て
は
、
現
在
約
84
％
の
組
織
化
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
、
契
約
社
員
の
全
員
加
入
の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
彼
ら
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に
、
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
労

働
条
件
の
改
善
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
は
全
員
が
加
入
し
て
い
る
専
門
社
員
の
組
織
化

に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

（
2
）
出
向
組
合
員
に
対
す
る
取
り
組
み

　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
出
向
者
数
は
、
本
年
4
月
現
在
、
約

2,
2
0
0
名
（
両
バ
ス
地
本
・
管
理
職
は
除
く
）
で
、
ピ
ー
ク

時
（
7,
3
0
0
名
）
に
比
べ
て
大
幅
に
減
少
し
て
き
て
お
り
、

役
員
の
退
職
・
本
体
復
帰
な
ど
に
よ
り
、
分
会
運
営
に
つ
い
て
困

難
な
状
況
が
生
じ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
が
、
今
後
シ
ニ
ア
・
シ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
組
合
員
の
出
向
者
は
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
、
世
話
役
活
動
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
す
。

〈
今
年
度
の
具
体
的
な
取
り
組
み
〉

①
出
向
者
と
出
向
先
会
社
の
労
働
組
合
と
協
調
関
係
を
築
い
て

　

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

②
「
出
向
者
対
策
委
員
会
」
を
参
考
と
し
、
系
統
別
に
対
策
委
員

　

会
を
開
催
す
る
な
ど
の
工
夫
を
行
う
こ
と
で
、
問
題
点
等
を

　

系
統
別
に
把
握
し
会
社
対
応
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

③
Ｊ
Ｒ
西
労
組
機
関
紙
等
を
有
効
に
活
用
し
、
相
互
間
の
情
報

　

提
供
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
3
）
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う

　
　 

3
セ
ク
出
向
組
合
員
に
対
す
る
取
り
組
み

　

一
方
、
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
い
石
川
県
・
富
山
県
・
新
潟
県

の
第
三
セ
ク
タ
ー
会
社
に
約
4
0
0
名
の
組
合
員
が
各
社
へ
出
向

し
、
そ
れ
ぞ
れ
で
分
会
組
織
を
結
成
し
て
い
ま
す
。
第
三
セ
ク

タ
ー
会
社
で
の
安
全
の
確
立
や
職
場
環
境
の
改
善
や
人
材
育
成
の

課
題
、
本
体
へ
の
復
帰
時
期
や
復
帰
箇
所
に
対
す
る
組
合
員
の
不

安
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
部
・
地
本
・
支
部
が
連
携
し
、
出
向
組
合
員
の
不
安
解
消
や

問
題
解
決
、
世
話
役
活
動
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社
と
の
協
議
を
深
め
る
の
と
あ
わ
せ
て
3
セ
ク
会

社
と
の
懇
談
会
を
実
施
し
、
課
題
の
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と

し
ま
す
。

　

現
在
、
Ｊ
Ｒ
連
合
・
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
代
表
と
し
て
、
約
2
0
0

名
が
府
県
連
合
・
地
協
や
交
運
労
協
の
役
員
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

地
元
に
密
着
し
た
地
域
政
策
の
実
現
や
組
織
対
策
な
ど
中
心
的
な

存
在
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
も
各
エ
リ
ア
で
活
躍

す
る
共
闘
役
員
を
対
象
と
し
た
組
織
共
闘
役
員
研
修
を
実
施
す
る

と
共
に
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

（
1
）
青
年
女
性
委
員
会
の
育
成
に
向
け
て

　

青
年
女
性
委
員
会
は
、「
明
る
く
・
楽
し
く
・
元
気
よ
く
」
を
合

言
葉
に
、
主
体
的
に
考
え
行
動
し
、
工
夫
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た

活
動
期
間
の
中
で
、
青
年
女
性
委
員
会
の
組
織
整
備
や
仲
間
作

り
、
自
主
的
か
つ
自
立
し
た
青
年
女
性
委
員
会
独
自
の
活
動
に
重

点
を
置
き
、
各
級
機
関
か
ら
の
指
導
も
受
け
な
が
ら
青
年
女
性
委

員
会
活
動
を
創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

将
来
の
運
動
を
託
さ
れ
る
私
た
ち
青
年
女
性
組
合
員
が
未
来
を

見
据
え
て
、
仲
間
を
助
け
合
う
相
互
扶
助
の
精
神
と
み
ん
な
の
声

を
形
に
す
る
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
企
画
提
案
運
動
の
継
承
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
青
年
女
性
委
員
会
に
お
け
る
運
動
の
継
承
と

人
材
育
成
を
意
識
し
、
一
部
の
役
員
の
み
の
活
動
で
は
な
く
一
人

で
も
多
く
の
組
合
員
が
参
加
・
参
画
で
き
る
活
動
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
青
年
女
性
組
合
員
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
魅
力
を
高

め
、
一
社
会
人
と
し
て
も
成
長
で
き
る
組
織
活
動
を
目
指
し
、
取

り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

4 

男
女
平
等
参
画
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み

7 

組
織
共
闘
の
取
り
組
み

3 
組
織
の
充
実
、
強
化
の
取
り
組
み

8
青
年
女
性
委
員
会
の
充
実
、

　 

育
成
の
取
り
組
み

5 

シ
ニ
ア
・
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
組
合
員
に

　 

対
す
る
取
り
組
み

6 

契
約
・
専
門
社
員
、

　 

出
向
組
合
員
に
対
す
る
取
り
組
み


